
「市民文化」の政策体系

市民文化

（分 野） （基本方針）

市民文化の醸成 “ふるさと草津の心”の
醸成

（施 策）

文化・芸術の振興

文化財調査の推進

文化財の保全と継承

歴史資産を生かした
まちづくり

・草津ＣＩ推進事業

（主要事業）

・市展開催事業
・市民文化芸術活動支援事業
・くさつ市民アート・フェスタ開催事業 等

・文化財調査事業

・史跡草津宿本陣整備事業
・文化財保護助成事業

・史跡草津宿本陣管理事業
・草津宿街道交流館運営事業

歴史資産の保全と
活用



■施策評価シート
(5)-1 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

責任課長

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 75.8 75.8 80.0 73.8 80.0 79.7 80.0 73.8

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 0 0 0 0 50 50 100 100

【事務事業の改善実績】　　※H24年度・H25年度に改善を図った事務事業の実績を記載

ふるさと草津の心プロ
モーション計画進捗率

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

平成２３年度に庁内若手職員による基礎調査の実施や、平成２４年度に学識経験者や公募市民等で組織する
検討委員会による検討を経て、平成２５年３月に、本市のシティセールスを効果的、組織的に進めることを目的
に、「草津市シティセールス戦略基本プラン」を策定した。

【草津に住み続けたいと思う市民の割合】
成果指標の実績は市民意識調査による。草津ＣＩ推進事業はＨ24に計画を策定し、具体の取組はＨ25以降に
行うため、効果が表れるのもその後になる。そのため、Ｈ24までの目標値はＨ22目標値と同値とした。

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

本市の魅力資源を、市民の生活やまちづくりのテーマに活かして、市民
のまちづくりへの参画と市民としての自負へと結びつけていきます。

“ふるさと草津の心”の醸成

企画調整課

小森　健司

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

草津に住み続けたいと思
う市民の割合

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

A

関係課のコメント

事務
事業

指標

個別
内容

責任課による分析

改善内容の詳細

草津CI推進事
業

企画調整課

体系

環境・条件
の変化

シティセールスに取り組む初年度として、事業を推進する体制を
構築し、情報発信のモデル事業等に取り組む。

拡充

備考

平成２４年度に策定した「草津市シティセールス戦略基本プラン」に基づき、各種事業展開に向けた取組みを行
うための推進体制を確立する。また、シティセールス展開のための具体的な取り組みを「アクションプラン」とし
てとりまとめ、取り組める事業から順次着手していく。

評価に基づい
た平成２５年
度取り組みに
ついての考え

方



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 0 0 1,578 5,599 7,177 計画

実績 0 0 1,595 5,020 6,615 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 0.0 0.0 1.6 5.6 7.2

計画 実績 0.0 0.0 1.6 5.0 6.6

実績 計画

計画 実績

実績 計画 0.0 0.0 1.6 5.6 7.2

計画 実績 0.0 0.0 1.6 5.0 6.6

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

25

26

12

10

Ａ

9

施策成果
への
貢献度

8

13

11

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

事務事業

22

番号

リ1

番号
事業
区分

事業費（千円）
担当課事務事業

企画調整課草津CI推進事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

23

2

3

4

5

21

24

リーディング
事業小計

主要事業
小計

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計



■施策評価シート
(5)-1 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

責任課長

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％  -  - 90 89 90 94 90 92

句 576 1,000 1,000 830 1,000 705 1,000 632

句 3,715 3,000 3,500 4,141 3,500 4,199 3,500 3,995

日 136 140 140 141 145 143 150 150

日 596 600 600 550 610 634 610 588

人 1,750 1,750 1,800 1,449 1,800 5,665 1,850 6,781

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 322 350 380 319 400 303 420 328

句 576 1,000 1,000 830 1,000 705 1,000 632

句 3,715 3,000 3,500 4,141 3,500 4,199 3,500 3,995 【事務事業の改善実績】　　※H24年度・H25年度に改善を図った事務事業の実績を記載

備考

　市美術展覧会の出品者数については５０周年記念事業の効果もあってか、昨年度よりわずかに
増加したが、今後も若い世代など新たな出品者に出品いただくための工夫が必要である。
　ふるさと草津俳句会については、出品者の固定化が顕著であり、新たな投句者を増やすための
工夫が必要である。
　アミカホールについては、様々な事業実施によって、市民に施設とその多様な使い方を知ってい
ただく機会を提供することができた。今後も、多くの市民が訪れ、また、利用いただけるような施設
運営に努めていく。

評価に基づい
た平成２５年
度取り組みに
ついての考え

方

環境・条件
の変化

責任課による分析

改善内容の詳細

体系

関係課のコメント

事務
事業

指標

個別
内容

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

施策番号

項目

アミカホールでの文化事業
利用日数（ホール）

アミカホール研修室諸室で
の文化事業利用延べ日数

アミカホール自主事業集客人数

成果指標

施策の概要

青少年俳句大会への投句数

市美術展覧会への満足度

ふるさと草津俳句会への投句数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

市民の創作活動の奨励や市民ギャラリーの整備による文化芸術の振
興を図るとともに、文化・芸術振興に繋がるイベントを開催します。

文化・芸術の振興

生涯学習課

堀田　智恵子

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

　市美術展覧会については、満足度が90パーセントを越え、目標を達成でき、出品者数については
若干の増加があった。
　「青少年俳句大会」は学校のカリキュラムの都合上、投句いただけない所もあり、昨年度よりも減
少したが、目標値は達成できた。「ふるさと草津俳句会」は今年度も投句数が減少した。
　草津アミカホールについては、多種多様な自主事業の実施により、「研修室諸室での文化事業利
用延べ日数」については目標値を下回ったものの、「自主事業集客人数」は目標値を大きく上回り、
「ホールでの文化事業利用日数」でも目標値を達成した。

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

市美術展覧会出品者数

ふるさと草津俳句会への投句数

青少年俳句大会への投句数



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 2,147 2,030 1,901 2,033 8,111 計画

実績 1,988 1,747 1,756 1,861 7,352 実績

計画 3,141 3,218 3,500 3,503 13,362 計画

実績 2,841 3,499 3,485 3,334 13,159 実績

計画 0 212 200 220 632 計画

実績 0 271 185 220 676 実績

計画 442 397 438 825 2,102 計画

実績 350 372 401 820 1,943 実績

計画 876 908 2,000 2,000 5,784 計画

実績 818 653 2,623 1,509 5,603 実績

計画 33,626 57,248 64,726 60,564 216,164 計画

実績 32,854 46,996 58,460 54,284 192,594 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 40.2 64.0 72.8 69.1 246.2

計画 実績 38.9 53.5 66.9 62.0 221.3

実績 計画 3.5 3.3 4.3 4.9 16.0

計画 実績 3.2 2.8 4.8 4.2 14.9

実績 計画 3.1 3.4 3.7 3.7 14.0

計画 実績 2.8 3.8 3.7 3.6 13.8

実績 計画 3.1 3.2 3.5 3.5 13.4

計画 実績 2.8 3.5 3.5 3.3 13.2

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212
マ
リ

市民文化芸術活動支援事業 生涯学習課

3 リ くさつ市民アート・フェスタ開催事業 生涯学習課

4

5

主 俳句のまちづくり事業 生涯学習課

主 アミカホール自主事業（コンサート等） 生涯学習課

19

18

17

16

市美術展覧会開催事業

事業
区分

15

14

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

生涯学習課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6 － アミカホール管理運営事業 生涯学習課

7

13

11

施策成果
への
貢献度

Ｂ

Ｂ

C

Ａ

10

8

12

Ａ

9

Ｂ 25

26

28

29

27



■施策評価シート
(5)-2 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

責任課長

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 1 5 5 3 5 3 5 7

件 84 90 90 87 90 87 90 88

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 100 100 100 100 100 100 100 100

件 1 1 1 1 50 300 50 66

【事務事業の改善実績】　　※H24年度・H25年度に改善を図った事務事業の実績を記載

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

備考

・調査成果の公表については、目標を超える成果が得られており、引き続き現地説明会、調
査報告会、広報紙掲載などを継続する。
・文化財指定については、これまでの調査成果に基づき積極的にすすめ、目標値達成を目
指す。

評価に基づい
た平成２５年
度取り組みに
ついての考え

方

　中沢遺跡発掘調査、大定木遺跡発掘調査等において貴重な成果が得られたため、記者発表、現
地説明会等を行ったことから、件数が増えた。また、国・県・市の指定件数については、平成23年度
中に候補を１件審査したものを指定した。

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

その他の外的
・他律的な事象

指標

体系
調査成果の活用・公表件数は、（仮称）歴史伝統
館整備推進事業、普及啓発事業によっても影響
を受ける。

滋賀県文化財保護協会が行う民間商業施設で
の公開事業に、市教委も共催した。

環境・条件
の変化

個別
内容

文化財指定件数：国・県・市によってそれぞれ指定・選択・登録され、保護の対象となった延べ件数。
受託比率：発掘調査を指導した開発について、実際に受託事業として調査を行った割合。

単位項目

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

単位

文化財調査成果公表件数

文化財指定件数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

発掘調査をはじめとした各種の文化財調査を推進するとともに、市内に
残る歴史資産の実態を解明し、その成果を公表します。

文化財調査の推進

文化財保護課

谷口　智樹

活動指標

（責任課コメント）

発掘調査実施／受託比率

未指定文化財調査件数



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 40,800 31,466 36,329 46,711 155,306 計画

実績 11,492 28,885 25,581 28,952 94,910 実績

計画 12,000 8,000 10,000 12,000 42,000 計画

実績 11,000 8,000 10,000 8,000 37,000 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 52.8 39.5 46.3 58.7 197.3

計画 実績 22.5 36.9 35.6 37.0 131.9

実績 計画 40.8 31.5 36.3 46.7 155.3

計画 実績 11.5 28.9 25.6 29.0 94.9

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

23

5

29

27

24

10

4

8

11

19

18

17

16

12

15

14

番号

主1

6

7

13

2 － 埋蔵文化財発掘調査事業
文化財保護

課

3

担当課

文化財調査事業

21

事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

文化財保護
課

事業
区分

事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

施策成果
への
貢献度

A

A

番号

9

25

26

28

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(5)-2 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

責任課長

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

m2 1,779.32 1,779.32 1,779.32 1,779.32 1,779.32 1,779.32 1,779.32 1,779.32

件 10 10 10 8 10 9 10 9

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

棟 19 19 19 19 19 19 19 19

％ 100 100 100 100 100 100 100 100

【事務事業の改善実績】　　※H24年度・H25年度に改善を図った事務事業の実績を記載

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

備考

・史跡草津宿本陣の整備については、３棟の建物の保存修理工事を平成２４年度から継続実施して
おり、予定どおり平成２５年度で竣工したい。
・指定文化財の保存対策については、引き続き事業を実施する。

評価に基づい
た平成２５年
度取り組みに
ついての考え

方

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

民俗文化財の伝承活動については、伝承団体の
伝統的な理由により、年度の活動の実施、未実
施がある。

環境・条件
の変化

個別
内容

当面整備をすすめているのは、史跡草津宿本陣
のみである。

基本方針番号

成果指標

施策の概要

本陣保存整備完了面積

体系
文化財調査においての指定文化財件数の指標
が、民俗文化財保存伝承件数の目標値となって
いる。

指標

民俗文化財保存伝承件数：国・県選択、市指定の民俗文化財の数を基本とする。
文化財保護助成件数/申請件数比率：文化財保護助成申請件数に対して実施件数の割合

市内に残る文化財、伝統芸能等の将来への保全継承のため、国指定
史跡等の地域と一体となった保存整備、伝承者への支援など積極的な
保存対策を講じます。

文化財の保全と継承

文化財保護課

谷口　智樹

単位項目

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

その他の外的
・他律的な事象

　史跡草津宿本陣の整備事業については、概ね計画とおり事業をすすめた。整備に期間を要する
が、着実に整備をすすめ成果を上げる必要がある。また、市内に残る文化財、民俗芸能の保存伝
承については、年度によって事業件数の増減があるが、継続的に支援する必要がある。

施策番号

項目

民俗文化財保存伝承件数

単位

活動指標

（責任課コメント）

本陣保存整備完了棟数
（累計）

文化財保護助成件数／
申請件数比率



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 73 31 124 31 259 計画

実績 83 0 19 0 102 実績

計画 30,468 3,185 16,112 16,628 66,393 計画

実績 30,565 3,147 15,966 15,429 65,107 実績

計画 2,042 2,220 27,984 1,568 33,814 計画

実績 1,803 2,023 27,569 1,535 32,930 実績

計画 1,159 865 1,933 850 4,807 計画

実績 1,997 787 1,633 779 5,196 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 33.7 6.3 46.2 19.1 105.3

計画 実績 34.4 6.0 45.2 17.7 103.3

実績 計画 1.2 0.9 1.9 0.9 4.8

計画 実績 2.0 0.8 1.6 0.8 5.2

実績 計画

計画 実績

実績 計画 30.5 3.2 16.1 16.6 66.4

計画 実績 30.6 3.1 16.0 15.4 65.1

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

24

28

文化財保護
課

A

15

23

5

主 文化財保護助成事業

17

16

19

18

2 マ 史跡草津宿本陣整備事業

6

7

13

10

8

11

9

事業
区分

14

番号

－

施策成果
への
貢献度

事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課

C 22

史跡芦浦観音寺跡整備事業

21

担当課事務事業

文化財保護
課

文化財保護
課

D

3
史跡野路小野山製鉄遺跡

整備事業
文化財保護

課

1

4

－

事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

番号

A

25

29

27

26

12

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(5)-2 ③ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

責任課長

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

万人 33.1 33.1 34.8 35.1 36.5 36.9 38.3 38.8

万人 17.1 17.1 18.4 18.7 19.7 20.4 21.0 21.8

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

% 82.2 100 100 82.5 100 66.1 100 76.3

% 69.2 100 100 82.7 100 80.9 100 93.1

【事務事業の改善実績】　　※H24年度・H25年度に改善を図った事務事業の実績を記載

備考

評価に基づい
た平成２５年
度取り組みに
ついての考え

方

受講者数が安定している一般講座は、今後も継続して実施することで草津の歴史や文化を発信し、
ふるさと意識の高揚に努める。また、講座内容の整理を行い、受講率の低い講座については見直
すとともに、継続する講座については内容の充実を図っていく。

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

両館ともに積極的な事業展開により、昨年度に引き続き入館者数は目標をやや上回ることができ
た。講座受講率は、前年目標値には至らなかった。さらに魅力ある講座内容の企画と、募集媒体の
工夫などによって受講率の確保に努める必要がある。

（責任課コメント）

改善内容の詳細事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

活動指標

項目 単位

その他の外的
・他律的な事象

個別
内容

史跡草津宿本陣講座受講率

草津宿街道交流館講座受講率

両館ともに、東日本代震災や長引く不況の影響
で全体的に低調であるなか、各種事業の開催な
どにより来館者数は維持できた。

関係課のコメント

八　杉　　淳

指標 指標の設定は平均的数値であり適切と考える。
一定の事業は街道交流館で実施している
ため、直接入館者数に影響する。

体系

環境・条件
の変化

特になし（位置付けられた事業は当該施策の概
要にあてはまる。）

項目 単位

史跡草津宿本陣入館者数累計

事務
事業

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

下位の事務事業は、史跡草津宿本陣および草津
宿街道交流館の管理運営そのものであり、特別
企画展の開催等により、両館の入館者数に影響
を与える。

草津宿街道交流館入館者数累計

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

基本方針番号 施策番号 歴史資産を生かしたまちづくり

施策の概要
歴史文化の香り溢れた魅力あるまちづくり、地域づくりのため、各種文
化財の積極的な活用を推進するとともに、各種展示会、行事等を通じて
ふるさと草津の情報発信を行います。

草津宿街道交流館 責任課による分析

成果指標



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 1,935 1,040 1,214 1,751 5,940 計画

実績 1,821 898 1,104 1,741.0 5,564 実績

計画 14,650 18,065 18,317 19,107 70,139 計画

実績 14,384 18,204 17,866 25,406 75,860 実績

計画 15,981 14,894 17,344 12,447 60,666 計画

実績 15,791 14,817 16,947 11,473 59,028 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 32.6 34.0 36.9 33.3 136.7

計画 実績 32.0 33.9 35.9 38.6 140.5

実績 計画 30.6 33.0 35.7 31.6 130.8

計画 実績 30.2 33.0 34.8 36.9 134.9

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 主 史跡草津宿本陣管理事業
草津宿街道
交流館

3 主 草津宿街道交流館運営事業
草津宿街道
交流館

4

5

19

18

17

16

（仮称）歴史伝統館整備推進
事業

事業
区分

15

14

番号

－1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

文化財保護
課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

B

B

10

8

12

B

9

25

26

28

29

27


